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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社では、過去の損失計上先送りを受け、改めて開示内容の精査を実施し、関係会社の状況についても、再調査を実施し

てまいりました。その結果、清算結了前の清算中の連結子会社を、関係会社数から漏らしていたケース、あるいは、連結子

会社を誤って非連結子会社としていたケースなどが判明し、この調査により判明した関係会社数や関係会社の区分と四

半期報告書に記載されている関係会社数に不一致のあることが明らかになりました。

　このことを受けて、平成23年12月14日、平成23年12月26日に提出いたしました第143期第３四半期（自平成22年10月１

日　至平成22年12月31日）四半期報告書の訂正報告書の記載事項のうち、関係会社の数等を訂正するため、金融商品取引

法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、当該訂正は主に関係会社の数が正しく把握されていなかったことによるものであるため、今回の訂正による会計

処理等の変更はございません。　

今後、経理部門以外に関係会社管理の主管部門を定め、その部門が、期中の異動情報を包括的にモニタリングし、その

異動の証跡も確実に入手します。さらに経理部門が四半期末ごとに関係会社の状況調査を実施の上、最終的に両部門が

それぞれの入手した情報を相互確認することで、誤謬の発生防止に万全を期することといたします。

　

２【訂正事項】
第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

　

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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第５【経理の状況】
１【四半期連結財務諸表】

　　【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】　

（訂正前）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、Olympus Korea Service Co., Ltd.は新

規設立したため、Spiration, Inc.は株式を取得したため、連結の範囲に

含めています。㈱イワケン他１社は重要性が増したため、連結の範囲に

含めています。

　第２四半期連結会計期間より、Innov-X Systems, Inc.他９社は株式を

取得したため、オリンパスビジネスクリエイツ㈱は重要性が増したた

め、連結の範囲に含めています。

　第１四半期連結会計期間において、㈱イワケンは他の連結子会社と合

併したため、ユナイテッド・ヘルスケア㈱は株式を売却したため、連結

の範囲から除外しています。

　当第３四半期連結会計期間において、Olympus RUS LLCは他の連結子会

社と合併したため、㈲ＭＶゴルフ新潟中条は株式を売却したため、連結

の範囲から除外しています。また、㈱メディア阪神、Easterside

Investments Limited、Twenty-First Century Global Fixed Income

Fund Limited、Central Forest Corporation、Creative Dragons

SPC-Sub Fund Eは清算したことにより、連結の範囲から除外していま

す。

　 (2) 変更後の連結子会社の数

178社

　

（訂正後）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、Olympus Korea Service Co., Ltd.は新

規設立したため、Spiration, Inc.は株式を取得したため、連結の範囲に

含めています。㈱イワケン他１社は重要性が増したため、連結の範囲に

含めています。

　第２四半期連結会計期間より、Innov-X Systems, Inc.他９社は株式を

取得したため、オリンパスビジネスクリエイツ㈱は重要性が増したた

め、連結の範囲に含めています。

　第１四半期連結会計期間において、㈱イワケンは他の連結子会社と合

併したため、ユナイテッド・ヘルスケア㈱は株式を売却したため、連結

の範囲から除外しています。

　当第３四半期連結会計期間において、Olympus RUS LLCは他の連結子会

社と合併したため、㈲ＭＶゴルフ新潟中条は株式を売却したため、連結

の範囲から除外しています。また、㈱メディア阪神、Easterside

Investments Limited、Twenty-First Century Global Fixed Income

Fund Limited、Central Forest Corporation、Creative Dragons

SPC-Sub Fund E、ACMI SA、Olympus NDT U.K. Limitedは清算したことに

より、連結の範囲から除外しています。

　 (2) 変更後の連結子会社の数

183社
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